
呼吸器面体の試験結果

1 はじめに

消防隊の現場行動に，呼吸保護器が必要であること

は論をまたないが，社会の変せんにともなって，この

種の呼吸器も，その性能，形状等に大きな変化をみせ

ている

なかでも，空気呼吸器等，自分で呼吸するための酸

素を持ち，外気と関係なく使用できるいわゆる独立自

給式のものが，最近重要視されるようになった.さら

に視界を広くするため一眼式を採用するものが多くな

り，必然的に眼鏡部面体の面積が大になってきてい

る，

このため，使用中に破損あるいは焼損等の事故を生

ずるおそれもあり，万一，使用中に破損するようなこ

とがあると，その性質上人命に危険を及ぼすので，こ

れらの事故の絶対に起きないものが望まれる しか

し，すべての条件を満足するものを求めるのは無理で

あるから，現在ある材料の中より，消防活動に最も適

したものを選択して，使用することが必要で、ある

今回 4種類の材料について試験を行なったので，そ

の結果について報告する

倉伊作#

池辺昇

2 試験期間

昭和38年3月より同年5月まで

3 試験材料

(1) アクリ Jレ 厚さ1.5mm 

(2) ポリカーボネー卜 1. 5 11 

(3) セログラス(アセチロイド)11 1. 5 11 

(4) ポリグラス〔ポリエステJレ)11 2.011 

4 試験項目

(1) 曲げ試験

(2) 落鍾試験

(3) 放射加熱試験

(4) 外傷試験

(5) 透明試験

(6) 摩擦試験

(7) 接炎試験

(8) 老化試験

5 試験方法および試験結果

+← 

第 1表試験給果一覧表および第2表，第 1，2， 3 

図のとおりである.

第 1表試験結果 覧表

試~:g'i êl I~ *4試験方法戸F1fリ三元卜:;7~'~:T~ 1) ;7"7; 
面体形のも 25"Cにて，試料の両 原形を半分 同 左 同 左 両部曲員間隔を

A の lrfM (長い方)をくわ まで曲げて 3 ElJHJt.こら
え，繰り返えし曲げ 異状ない 折れた
る.

2.5cm X 21 両端の最大間差隔と最 両端間隔を 両端間隔を 両端i間曲隔ー 両端間隔を
B 
cmの帯状の 少間隔とのは 2.8 5 cmまで曲 2cm曲げて. 2cm げて 14cmまで曲

曲げ試験 もの cm，曲げ回数は 130 げて折れ ひびが入っ 折れない. げて折れ
回/分 7こ. Tこ fこ

2.5cm X 10 両部;間隔を 両端間隔を 同 左 実施しな

C cm老行化試な験
7 cmまで曲 3.5cmまで し、ー

Aをつ げて折れ 曲げて折れ
たもの 7こ ない

6 cmX 6C11! 重さ1250g，先端i角 高さ 2.5捌 高j!;I]さ10cmで 高さ10cmで 7割5さ5cmで
A の正方形の 60"の鍾を2.5cm，5 で割れた. れない. 割れた ~1. t，こ.
もの 仰Z然， 10cmの高さより

自 落下させる
古寺錘試験 5cmX5cm 高さ 2.5cm 高ilil]さ5cmで 高ilil]さ5cmで 高さ 2.5cm

B 
で老化試験 で羽lれた. れない. れた. で者1]れた
Bを行なっ
たもの

*第一研究室
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試験項目 試 料|試験方引アクソル|ネート|セログラスiポリグラス| | 方什 |ポリカーボ|

5cmX 5cm 1査員22棋を2i幻?草花lu?lullLJ報告f2l?点FZ;:
る |する |する l発煙する |しない

放射加熱試験

I 2.5捌 X22側!先端角度90
0

，傾斜|傷が浅い |傷が深い |傷が中程|同
外傷試験角度45

0

，荷重500gの度。
銅刃で傷をつける

暗箱にて，白熱電球 1:最もよい. Iアクリルよ|アクリルよ|アクリ jレよ
の光線が透過する呈り約 5%減!り約5%減|り約 2%減
を光電池で測定す
る ←一一ー一一

最もよいー |アクリノレよ|アクリルよ|アクリルよ
り約2%減|り約4%減| り約 3%~YiG 

左

透明試験

5cmX5cm 
AI未処理のも
|の

5cmX5cm 
B I老化試験B
を行なった
もの
「一一一一一一一一
5cmX 5c間
老化試験Ac I を行なった
もの

最もよい. アクリ Jレよ|アクリ lレよ|アタリ Jレよ
り約 2%減|り約 2%減|り約 1%減

2W22|シリーのペー|透視し?一
A I CI1! パーで荷重 200g， 害少 害大.

100回摩擦する

I 3……c捌似叩………m似川川…×刈川川川1日印15cm臼抑c仰拙 ! 枠れ仰川……1ωmω…0∞m一OCD山の肘サン ド内…ぺ
摩擦試験 IB パーで荷主200g， 5 筈やや少 寄大

|回摩擦する

6棚 X6仰 l砂鉄山
C I I 200ccを落下させて

摩擦する.

5c間 X5 CI1! I高さ 3cmの都市カゃス Iかなり炎者消に 炎に弱い
炎を，試料に接触さ 強い， 火 発泡火する

j亥 iミ 試 験 せるー するとえ 着しにく
ない し、.

A 
3cmX5cmlウェザーメーター

i 150時間および300時
i問，

5 cmx 5 cm I 9.9mWjmincm2の紫
!外線を 150時間およ
!び300時間あてる.

透視して樟|透視して障
害少 I.~杏やや少

透視して障!透視して障
害少 害やや少.

1傷…一大

炎にやや弱|炎に強い.
い.発泡す|若火すると
る.若火し|消えない.
ても白己消
炎する

少し反る |反りがない!反りが出る|少し反る

老化試験

B 
変色しない(変色しない|変色しない!2?変色す

第2表曲げ試験B結果表
最大間隔 I-?  h 11 .1.ポリカー|セログラ|ポリグフ|アクリル ~~N ，，--/ /1 (mm) I } / "} /V  1ボネート|ス ( 

170 I 650 650 650 I 520 
145 I 
135 I 
127 
110 
106 
95 
89 
74 
95 
81 I 20 
70 
62 
50 
5o I I *2， 600 I 2， 600 

異 状|折れた|ひび入る|な し|折れた

注 *印910日でひびが入ったが折れない

第 1図 曲げ試験Bの折損状況

回 白川ネト
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第2図落鐙試験Aの破損状況
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第3図放射加熱試験の結果
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第3表各試料の長所・短所

試 長止
ιr

アクリノレ 121f品協以前四軟弱い
ポリカーボネー卜|翼手温存J;強伊的|光学的に悪い
セログラス |曲げに強い |放射熱に弱い

ポリグラス 熱に強い. 曲げに弱い

6 考察

試験結果より，各試料についての長所，短所をあげ

ると第3表のようになる.

これらをみると，各試料とも一長一短あり，適した

用途を選べば，きわめてすぐれた能性を発揮すると思

われる.

アクリ lレは，光学的に非常にすぐれており，熱，曲

げに対してもかなりの強さを有している 衝撃に弱い

が厚さを増すことによりある程度この欠点を補うこと

ができる したがって，一定の形に固定したもので，

厚く (3mm以上〉できるものに使用すれば，有用と

思われる

ポリカーボネートは，衝撃に強く，熱，曲げにもか

なりの強さを有している. さらに熱に対し発泡し 2 溶

ける性質はあるが，燃えにくく着火しにくい しかし

固有の色が黄色系であるため古いJ惑じがする これら

を考慮すれば，軽い(うすい〕ことが条件となるもの

で， しかも曲げや熱に強く，光学的な欠点が交換等に

より補えるものには適している

セログラスは， I泊げに対してきわめて強い しか

し，熱には弱いので"1J日X~ されるおそれのないところで

は，扱いやすく適している.

ポリグラスは，熱に対してきわめて強いが， Illlげ，

衝撃等の外力に弱いので，成形され，強い枠に固定し

て使用するならば，そうとうの加熱を受けるところで

も十分使用できると思われる.

以上記したとおり，各材料ともそれぞれすぐれた性

質を有している反面欠点もあり，現段階では，その用

途により分類して使用するのが最善の方法と思われ

る

7 おわりに

以上4種類の材料について記したが，これらのプラ

スチック類は，文字どおり日進月歩で発達しているも

のであるから，今でもどんな優秀な材料が作られてい

るかわからない.したがって，消防用の各種機械器具に

透明体を使う場合であっても，この結果にとらわれる

ことなく，よりよい材料を使用することが大切である.

また， これらの試験は，常温において行なったもの

で低温の場合の曲げ試験は，装置の関係上実施してい

ない.一般にこれらのプラスチックは，低祖になると

硬くなり曲げに対する強さが減少するので，低j見にお

ける曲げ試験は，重要なな味をもっていると思われ

る したがって，低温の曲げ試験も実施して結果を得

る必要がある.

おわりに，一部の試験を実施ていただしいた帝国繊

維KK研究所ならびにK.K重松製作所に深く感謝

するとともに，紙面の関係で多くのデータを省略した

ことをお詫びする.
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